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1．ソフトウェア開発環境　(その１)

ドライバドライバドライバドライバ・・・・SDKSDKSDKSDK（（（（有償有償有償有償））））

対応対応対応対応OSOSOSOS

対応対応対応対応ボードボードボードボード
WindowsXP / 7 (32/64bit)WindowsXP / 7 (32/64bit)WindowsXP / 7 (32/64bit)WindowsXP / 7 (32/64bit) Linux (32/64bit)Linux (32/64bit)Linux (32/64bit)Linux (32/64bit)

APXAPXAPXAPX----510510510510 AWPAWPAWPAWP----510510510510----02020202 ALPALPALPALP----510510510510----01010101

APXAPXAPXAPX----500500500500
+ ADM+ ADM+ ADM+ ADM----414/EX414/EX414/EX414/EX

+ ADM+ ADM+ ADM+ ADM----214/EX214/EX214/EX214/EX

+ ADM+ ADM+ ADM+ ADM----512512512512

AWPAWPAWPAWP----ADCSDKADCSDKADCSDKADCSDK----01010101 ALPALPALPALP----ADCSDKADCSDKADCSDKADCSDK----01010101

LabVIEWLabVIEWLabVIEWLabVIEW用用用用VIVIVIVIライブラリライブラリライブラリライブラリ（（（（無償無償無償無償））））

対応対応対応対応ボードボードボードボード パッケージパッケージパッケージパッケージ名名名名 使用使用使用使用ドライバドライバドライバドライバ / / / / SDKSDKSDKSDK

APXAPXAPXAPX----510510510510
AWPAWPAWPAWP----ADCLVADCLVADCLVADCLV----01010101 AWPAWPAWPAWP----510510510510----02020202

APXAPXAPXAPX----500500500500
+ ADM+ ADM+ ADM+ ADM----414/EX414/EX414/EX414/EX

+ ADM+ ADM+ ADM+ ADM----214/EX214/EX214/EX214/EX

+ ADM+ ADM+ ADM+ ADM----512512512512

AWPAWPAWPAWP----ADCLVADCLVADCLVADCLV----01010101 AWPAWPAWPAWP----ADCSDKADCSDKADCSDKADCSDK----01010101

※ LabVIEW8.6以上

※ 会員ページからダウンロード

※ Linux　評価済みディストリビューショ
ンに

　 関しましては別途お問い合わせくだ
さい。



評価評価評価評価アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション・・・・.NET.NET.NET.NETクラスライブラリクラスライブラリクラスライブラリクラスライブラリ（（（（無償無償無償無償））））

対応対応対応対応ボードボードボードボード パッケージパッケージパッケージパッケージ名名名名 使用使用使用使用ドライバドライバドライバドライバ / / / / SDKSDKSDKSDK

APXAPXAPXAPX----510510510510 AWPAWPAWPAWP----ADCLIBADCLIBADCLIBADCLIB----01010101 AWPAWPAWPAWP----510510510510----02020202

APXAPXAPXAPX----500500500500
+ ADM+ ADM+ ADM+ ADM----414/EX414/EX414/EX414/EX

+ ADM+ ADM+ ADM+ ADM----214/EX214/EX214/EX214/EX

+ ADM+ ADM+ ADM+ ADM----512512512512

AWPAWPAWPAWP----ADCLIB2ADCLIB2ADCLIB2ADCLIB2----01010101 AWPAWPAWPAWP----ADCSDKADCSDKADCSDKADCSDK----01010101

※ Windowsのみ。.NET Framework Ver.2以上

※会員ページからダウンロード

※AWP-ADCLIB-01とAWP-ADCLIB2-01の互換性はありません。

ご使用のボードに対応したパッケージをご使用ください。

1．ソフトウェア開発環境　 (その２),

評価評価評価評価アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションでででで使用使用使用使用しているしているしているしているDLLDLLDLLDLLはははは、、、、.NET.NET.NET.NETクラスライブラリクラスライブラリクラスライブラリクラスライブラリとしてとしてとしてとして、、、、
ユーザアプリケーションユーザアプリケーションユーザアプリケーションユーザアプリケーションでででで使用使用使用使用することができますすることができますすることができますすることができます。。。。

　　　　詳細詳細詳細詳細はははは「「「「5. .Net5. .Net5. .Net5. .Netクラスライブラリクラスライブラリクラスライブラリクラスライブラリ」」」」をごをごをごをご参照下参照下参照下参照下さいさいさいさい。。。。
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そのそのそのその前前前前にににに．．．．．．．．．．．．

◆ H/WH/WH/WH/W評価評価評価評価したいしたいしたいしたい

◆ H/WH/WH/WH/Wのののの制御制御制御制御はどうやってするのはどうやってするのはどうやってするのはどうやってするの？？？？

◆ SDKSDKSDKSDKののののライブラリライブラリライブラリライブラリAPIAPIAPIAPIのののの使用方法使用方法使用方法使用方法がわがわがわがわ
からないからないからないからない

◆ PCPCPCPCののののスペックスペックスペックスペックはははは？？？？

評価アプリケーションをご使用ください

3．開発の進め方

ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア((((アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション))))のののの開発開発開発開発はははは、、、、ドライバドライバドライバドライバ・・・・ライライライライ
ブラリブラリブラリブラリCDCDCDCDののののSDKSDKSDKSDKをををを使用使用使用使用してしてしてして行行行行いますいますいますいます。。。。

またまたまたまた、、、、LabVIEWLabVIEWLabVIEWLabVIEWでのでのでのでの開発開発開発開発もももも可能可能可能可能ですですですです。。。。
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4．評価アプリケーション

ADCADCADCADCボードボードボードボードをすぐにごをすぐにごをすぐにごをすぐにご評価評価評価評価いただくいただくいただくいただく為為為為にににに、、、、評価評価評価評価アプリケーショアプリケーショアプリケーショアプリケーショ
ンンンンをごをごをごをご用意用意用意用意していますしていますしていますしています。（。（。（。（Windows .NETWindows .NETWindows .NETWindows .NET環境環境環境環境のみのみのみのみ。。。。当社会員当社会員当社会員当社会員
ページページページページからからからからダウンロードダウンロードダウンロードダウンロード可能可能可能可能））））

–評価アプリケーション主要機能

・H/W詳細制御

・波形表示

・ライブラリAPIログ

・パフォーマンス表示

・連続保存

※ボードの仕様上、AWP-ADCLIB-01とAWP-ADCLIB2-01では操作や仕様が異なります。



7

4.1 H/W詳細制御

–プロパティ形式の設定方法により、H/Wに対して細か
な設定を行うことができます。

※ボードの仕様上、AWP-ADCLIB-01とAWP-ADCLIB2-01では操作や仕様が異なります。
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トリガ
上限値

トリガ
下限値

マーク1 マーク2

マーク1,2間の電圧差

マーク1,2間の時間差

全体表示

全体表示の水色破
線部を拡大表示

4.2 波形表示

–取り込んだサンプリングデータをグラフィカルに表示します。

–波形は、全体表示と部分表示をすることができます。

–トリガの上下限値などマウス操作で簡単に行うことができます。

–2点間の時間や電圧値の差分を表示することができます。
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4.3 ライブラリAPIログ

–ライブラリAPIの中には、非常に複雑なものや呼出順
を考慮しなければならないものがあり、実際の設計
(コーディング)で悩むことがあるかもしれません。

–そんなときは、ライブラリAPIログを参照してくださ
い。評価アプリで実際に波形を取り込む際のAPI呼出
(パラメータ)及び呼出順がひと目でわかります。

※AWP-ADCLIB-01とAWP-ADCLIB2-01では表示情報が異なります。



10

4.4 パフォーマンス表示

パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス表示表示表示表示

–サンプリングデータは指定サイズ毎にライブラリ上のリン
グバッファに蓄積されていきます。

–アプリケーションはそのリングバッファがオーバーフロー
しないようにデータ処理しなければなりません。

–評価アプリケーションでは、リングバッファ上の未取得バッ
ファ数の表示をしているので、あくまで目安ですが、使用
PCのパフォーマンス(スペック)判断が可能です。
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APX-5xx PC HDD
10MHzでサンプリング サンプルデータが

16bitの場合、20MBPS
以上の帯域が必要

このPCスペック
で連続保存でき
るかなぁ？

評価評価評価評価アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション
でででで評価評価評価評価できますできますできますできます！！！！

取取取取りりりり込込込込みみみみ 保存保存保存保存

4.5 連続保存

–サンプリングデータをHDD等に連続保存(ロギング)を行う場
合、PCスペックや保存メディア構成(RAID等)の検討が必要
になります。

–評価アプリケーションではサンプリングを行いながら、連
続してデータ保存することができるので、パフォーマンス
表示と併用することで、PCスペックの検証を行うことがで
きます。
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5．.NETクラスライブラリ

H/W制御や波形表示等を.NETにクラス化したライブラリで、

Visual Studioのデザイナ上で設計が可能になります。

H/WH/WH/WH/W制御制御制御制御クラスクラスクラスクラス

–ボード制御クラス

–チャンネル制御クラス

–トリガ制御クラス

etc．．．

GUIGUIGUIGUIコンポーネントクラスコンポーネントクラスコンポーネントクラスコンポーネントクラス

–チャンネル制御パネル

–波形表示クラス

etc．．．

※ボードの仕様上、AWP-ADCLIB-01とAWP-ADCLIB2-01ではクラス仕様が異なります。
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5.1 デザイナで簡単設計（準備）

Visual Studioツールボックスと、開発中のプロジェクトに

ADC .NETクラスライブラリを登録すること事で、ノーコーディ
ング

でボードの制御から波形表示まで行うことが可能です。
Visual StudioVisual StudioVisual StudioVisual Studioののののツールボックツールボックツールボックツールボックにににに登録登録登録登録 プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトにににに参照参照参照参照のののの追加追加追加追加

※AWP-ADCLIB-01とAWP-ADCLIB2-01では、名前空間が異なります。
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5.2 デザイナで簡単設計

ツールボックスからフォーム上にドラッグ＆ドロップするだけ
で．．．

評価アプリケーションのチャンネル制
御と

波形表示を使用することができます

ChPanelコンポーネントをDnD

※AWP-ADCLIB-01とAWP-ADCLIB2-01ではGUI仕様が異なります。



15

5.3 デザイナで簡単設計（カスタマイズ）

ADC .NETクラスライブラリは、お客様の目的に合ったアプリ

ケーション設計を行っていただきたい為、主要なボード制御用

クラスのソースを公開しています。
（波形表示等の1部のクラスは除きます）

パネルデザインの変更や取り込んだデータの加工等、仕様に

応じてカスタマイズしていただくことが可能です。
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6．LabVIEW対応VIライブラリ

–LabVIEW対応 VIライブラリを当社会員ページからダウンロード
できます。

–VIライブラリは機能毎（SDKのAPI毎）にVI化され、LabVIEW上
で詳細な操作が可能です。

–付属するサンプルアプリケーションは、 「4.評価アプリケーション」
と同様な機能を持っています。

–カスタマイズ可能なサンプルも付属され、素早く処理に応じたアプリ
ケーションを作成することができます。

–対応Ver. ： LabVIEW8.6以上


